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当社グループ会社の従業員による業務上横領について 

 

今般、当社グループ会社である株式会社スズデン（本社：山形県山形市釈迦堂1479 以下、「当該グルー

プ会社」といいます。）の従業員（以下、「当該従業員」といいます。）が、架空の経費計上を繰り返し、金

銭を業務上横領していた事実（以下、「当該事件」といいます。）が判明いたしました。 

株主・投資家の皆様、取引先をはじめ関係各位に多大なるご迷惑とご心配をお掛けすることになり、心

よりお詫び申し上げます。 

現在、当該事件の詳細、及び影響額を含め、全容解明のため調査中でありますが、現時点で確認した事

実につきまして下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．本件の概要と当該事件が判明した経緯について 

  本年７月26日より当該グループ会社に税務調査が入り、当該従業員の架空の経費計上による横領の疑 

  いが判明しました。その後、社内調査チームを設置し、税務調査の妨げにならないよう調査を行って 

  まいりましたが、税務調査が終了し、社内調査でも事実確認ができたため、本日付けで開示となりま 

  した。 

 

２．今後の対応について 

  当該事件の発生後、社内調査チームを設置して調査を行ってきましたが、当該事件以外に、類似事案 

の有無につきましては、現時点ではその存在は確認できておりません。 

  なお、当該従業員による横領の事実が確認できたことから、弁護士を通じ、今後、当該従業員から可

能な限り損害の回収を進めること、及び刑事上の法的措置を検討しております。 

  また、当該事件による追徴課税等に対しては、適切に対応していく予定であるとともに、社内調査委 

員会を設置し、事案の全容解明、原因の究明、再発防止策の策定とそれを確実に実行する体制を構築 

いたします。 

 

３．業績に与える影響について 

  現時点で判明している横領額は、約1億3,400万円相当と見込まれておりますが、当該グループ会社 

が当社の子会社になった本年３月以降の横領額は1,000万円余りです。 

なお、今後の社内調査委員会の調査の結果、当社の業績に与える影響が大きく変動した場合は、直ち 

に開示いたします。 

以 上 


